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彙
・

報

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
｝
・
’
プ
ン
ニ
エ
ス

　
濁
逸
砒
愈
學
舞
の
欝
宿
フ
エ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
テ
ン
菰
エ
ス
は
四
潟
初

逝
去
Q
域
は
一
八
五
五
庫
七
月
二
十
六
鎖
シ
ュ
レ
ー
ス
ヅ
ィ
ヒ
の
オ
ル
デ

ン
ス
ヅ
ォ
ル
ト
に
生
れ
、
八
｝
年
キ
…
ル
大
學
の
誓
畢
私
講
」
師
に
就
任
、
九

…
年
教
擾
の
総
髭
を
う
け
、
　
一
九
〇
九
年
圏
家
學
の
鐵
外
教
擾
に
、
咽
三

年
霧
数
擾
に
進
み
、
二
〇
年
頭
融
會
學
の
講
義
を
も
搬
當
し
た
。
域
の
軍

民
脇
北
ハ
繍
毛
玉
會
と
南
江
砒
善
し
（
】
八
八
七
年
、
第
八
版
｝
制
海
五
年
）
は
、

刊
行
常
疇
は
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
現
世
紀
に
入
っ
て
學
界
の
濾
意
を

惹
き
、
今
淘
ほ
指
導
納
地
位
を
占
め
て
み
る
。
氏
は
黙
然
意
志
に
よ
っ
て

麦
配
さ
れ
、
諸
藩
膿
が
警
實
に
結
合
す
る
有
機
的
生
活
形
態
と
し
て
の
「
共

岡
敵
愈
」
に
、
知
性
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
る
選
．
擢
意
志
の
所
課
な
る
、
機

械
的
繋
累
と
し
て
の
、
利
釜
就
曾
を
獅
立
せ
し
め
、
一
の
他
へ
の
瀧
愈
學
縮

笹
展
を
探
究
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
利
鞘
献
會
し
の
機
械
化

的
過
程
は
絶
え
間
な
く
蓬
展
し
、
特
に
近
代
点
本
主
義
は
「
共
同
就
曾
」
の

遣
物
を
全
く
解
溝
し
喪
っ
た
と
い
ふ
。
テ
ソ
ニ
エ
ス
は
、
哲
學
的
に
は
ホ

ッ
ブ
ス
に
依
篠
し
、
著
名
の
エ
幅
ノ
グ
ラ
フ
ィ
「
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ス
」
（
一
八

九
六
年
、
第
三
版
一
九
二
灘
年
）
の
外
に
、
彼
の
「
法
の
原
瑠
」
（
一
八
入
九

年
、
毒
版
一
九
二
入
年
）
等
の
校
訂
出
版
が
あ
る
。
爾
ほ
曾
っ
て
猫
逸
敏

會
學
愈
會
長
と
し
て
、
文
掌
涌
…
り
に
斯
界
の
長
老
で
あ
っ
た
Q

報

オ
ス
グ
ァ
ル
ト
。
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー

　
孕
四
蹴
駅
の
淺
弗
興
し
の
著
者
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
は
薫
月
入
臼
逝
去
。
氏
は
…

八
八
○
年
五
月
…
…
十
九
臼
ハ
ル
ッ
の
ブ
ラ
ソ
ケ
ソ
ブ
ル
ク
に
生
れ
、
｝
縛

ハ
ン
ブ
ル
ク
に
あ
っ
て
歎
學
の
教
師
を
勤
め
た
が
、
｝
九
】
】
年
以
後
は

、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
定
住
し
て
、
二
二
な
著
作
的
活
動
に
専
心
し
た
。
大
職
薩

後
の
玄
武
の
糖
…
憩
雲
上
に
砒
會
的
危
機
に
際
濾
し
て
、
異
常
な
衝
動
を
與

へ
た
彼
の
主
恩
は
、
諸
文
化
の
特
質
を
明
か
に
し
、
そ
の
生
威
、
興
起
、

濾
滅
の
過
程
を
究
め
ん
と
す
る
、
大
競
模
な
文
化
形
態
論
で
あ
る
◎
氏

は
、
相
濾
の
閥
に
本
質
的
依
存
關
…
係
を
有
せ
ず
、
欝
機
織
的
に
各
臼
猫
存

し
て
、
そ
の
糾
季
を
纒
過
す
る
諸
文
化
を
上
側
に
分
っ
て
、
そ
の
普
纏
的

蘇…

j
酌
形
能
側
を
、
特
に
ア
ポ
ロ
ン
的
文
化
一
（
ギ
リ
シ
ァ
ー
1
2
ー
マ
的
古
代
）

フ
ァ
ウ
ス
ト
直
交
化
（
中
身
盛
期
以
後
の
酉
洋
）
に
律
し
て
、
考
察
せ
ん
と

す
る
Q
条
播
向
の
精
瀞
的
態
度
を
有
す
る
諸
文
化
は
、
同
じ
様
式
を
岡
じ

順
序
に
於
て
纏
即
し
、
岡
じ
生
成
法
則
の
支
配
を
受
け
る
。
｝
文
化
の
生

存
期
は
約
一
千
年
、
我
々
の
文
化
は
、
他
の
諸
文
化
と
比
較
し
て
考
量
す

る
と
き
、
既
に
秋
の
終
に
近
く
、
死
減
に
瀕
し
て
み
る
の
で
あ
る
Q
こ
の

在
野
の
思
想
家
も
、
晩
奪
は
ナ
チ
ス
の
聖
書
に
遇
っ
て
、
そ
の
群
動
を
随

ま
れ
て
る
た
と
の
こ
と
で
あ
る
Q

入
三
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哲
雄
研
究
　
第
二
頁
凶
十
三
號

「
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ア
・
フ
曜
蔭
ソ
フ
ィ
カ
」

　
　
　
（
ω
轡
憂
欝
挙
挙
8
讐
凶
＄
）

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
學
者
の
、
特
に
薪
論
理
學
の
分
野
に
於
け
る
，
鋭
利
な
研

究
は
、
既
に
我
々
の
注
意
を
本
惹
き
つ
x
あ
っ
た
が
、
か
の
ト
ワ
ル
ド
7

ス
キ
…
、
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
、
タ
ル
ス
キ
！
等
一
團
の
羅
・
麿
は
、
業
結
一
の
稜

表
機
關
と
し
て
、
年
報
㍗
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ア
多
イ
ロ
ソ
フ
ィ
カ
し
を
刊
行
し
、

．
峻
く
他
闘
の
學
界
に
呼
び
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
」
に
そ
の
獲
刊
を

親
し
て
、
第
一
懇
の
内
客
．
を
編
げ
よ
う
Q
國
に
、
照
愈
は
編
輯
奢
尉
、
き
頴

d
肖
．
同
（
■
臼
、
づ
・
斜
益
9
a
ゐ
詳
賓
ま
づ
・
㍉
w
。
♂
ジ
年
弧
’
〈
・
N
。
q
轟
O
彰
ひ
．
宛

の
こ
と
Q
術
ほ
第
一
巻
の
骨
絡
…
は
｝
八
ス
ウ
ィ
ス
。
フ
ラ
ン
。

　
同
・
》
ぴ
｝
｝
裁
乙
ぞ
測
距
2
μ
鯛

　
　
　
H
6
溶
．
と
ロ
缶
瓜
¢
5
、
答
∬
d
答
3
、
闇
貯
ド
簿
冨
。
ぎ
屠
9
三
〇
蔦
織
鍔
（
マ
回
－

　
　
　
　
尊
）
廟

　
　
　
P
淵
・
矧
ゴ
澱
霞
鼻
費
ノ
＜
9
つ
8
灘
鯉
誉
謬
づ
｝
象
ぴ
舞
戸
鳥
窪
ヨ
即
く
箆
戸
お
＝
0
鐸

　
　
　
　
（
嗣
．
覆
ま
欝
象
。
・
（
宿
』
O
∴
○
ひ
）
…

　
　
　
ω
幽
ゴ
】
〈
o
欝
門
慧
密
｝
自
噌
↓
プ
。
ロ
。
く
。
ざ
℃
厳
Φ
纂
。
鴎
蝕
プ
。
新
鉱
嵩
℃
同
。
ぴ
ざ
甥
】

　
　
　
　
ご
窪
¢
ぎ
。
昏
。
ロ
9
0
σ
q
累
。
閉
回
ぎ
二
二
冨
b
コ
琴
。
箒
（
や
H
o
M
∴
鵡
）
…

　
　
　
轟
◆
凄
．
．
ソ
ぽ
三
ぴ
黛
σ
q
圃
懇
怨
篇
。
。
【
H
刑
一
魑
3
8
甑
。
Ω
江
翫
巴
。
毎
戸
搭
彰
笥
．

　
　
　
　
回
圏
屑
僻
鱒
9
江
O
霧
F
簗
揮
一
〇
費
μ
零
鑓
蕩
O
げ
爲
零
の
｝
∪
瓢
＝
賦
窯
三
X

　
　
　
　
器
箕
盆
①
簿
艶
厨
（
や
嵩
O
－
客
O
）
…

　
　
　
鱒
掛
・
ρ
、
鷲
。
堕
慾
“
U
霧
名
欝
ξ
ぴ
鼠
け
。
噂
一
）
£
蔦
篭
ぎ
曾
ロ
h
o
≡
一
欝
冨
ζ
、
8
賀

　
　
　
　
し
り
嘆
蕊
ぴ
§
（
℃
．
い
ひ
学
轟
O
U
）
鴇

　
　
　
ひ
■
N
．
N
ρ
毒
マ
。
・
瓢
り
d
げ
巽
伽
p
脇
く
鐸
¢
饗
】
麟
ω
島
黛
μ
ご
瓢
H
門
毒
2
訟
ぴ
q
o
じ

入
閣

　
　
　
轡
。
σ
q
岸
N
焉
！
＜
塾
読
。
ぴ
⇔
…
ロ
ぎ
　
誉
。
跨
巽
8
｝
に
副
奮
α
q
（
℃
9
轟
。
マ
云
い
ご

寡
　
切
賃
三
論
。
纂
）
曙
℃
o
葱
“
・
魯
。
喜
農
。
岩
寛
回
一
巴
器
》
誉
憂
窪
触
ド
ニ
。
。
霧
一
回

　
臼
窪
酵
撃
お
嫡
㌣
お
ω
募
9
陰
衰
ω
ム
O
い
）
…

ご
周
一
　
く
。
養
鰍
。
囲
彰
冨
鳥
巽
一
影
ひ
り
窪
（
岬
ご
昏
鮮
ぼ
o
H
O
ω
や
ム
¢
ω
い
躍
飾
¢
｝
ご
）
謀
一
〇
－

　
・
，
o
喜
ぎ
剛
回
窪
φ
窪
色
切
。
ξ
h
婁
ζ
）
o
【
。
塁
α
q
㊦
夢
琴
琴
口
く
。
訴
鼠
薦
。
（
剛
）
・

　
轟
O
ひ
本
ゆ
○
◎
）
．

「
フ
畷
隠
ソ
フ
ィ
ア
」
（
℃
げ
臨
Q
ω
O
唱
げ
贈
）

　
多
年
カ
ン
ト
協
愈
を
主
宰
し
、
，
「
カ
ン
ト
碑
究
し
編
輯
の
任
に
當
つ
た
ア

ル
ト
ゥ
ル
。
り
ー
ベ
ル
ト
は
、
「
フ
づ
1
7
ソ
フ
ィ
ア
絶
な
る
手
際
的
折
悶
墨
・
命
醐

を
細
織
し
、
蜀
名
の
季
刊
奮
學
難
誌
を
獲
利
し
た
。
蒔
代
の
園
家
主
義
的
、

民
族
主
義
的
動
向
に
勤
抗
し
て
、
翼
に
書
意
的
な
る
尊
者
の
結
成
と
研
究

の
助
長
に
よ
り
、
「
カ
ン
ト
研
究
」
の
簿
統
納
精
榊
を
生
か
さ
ん
と
す
る
の

で
あ
る
。
そ
の
企
圓
の
趣
行
は
勿
論
鯛
難
な
も
の
で
あ
ら
う
が
、
ハ
ン
ス
。

ハ
イ
ゼ
の
編
韓
に
よ
る
「
カ
ン
ト
研
究
」
第
四
十
雀
に
痛
く
央
整
し
た
我
々

は
、
リ
ー
ベ
ル
ト
に
よ
る
蒋
生
を
赫
っ
て
已
ま
な
い
。
爾
ほ
既
刊
の
第
｝

號
は
、
鮮
ピ
藁
題
包
・
ご
ぢ
瞬
身
一
口
〔
則
の
門
篭
目
。
冨
ぎ
一
頃
の
剛
H
ノ
く
圃
。
。
・
q
9
μ
轟
。
剛
μ
触
“
諦

F
♂
窪
黛
。
遣
口
鶏
9
三
。
饗
評
○
。
。
ξ
媛
切
。
o
】
3
5
9
）
窪
同
ご
p
影
μ
謬
簿
。
ぎ
嬌
鼠
讐
－

．
貯
四
国
窪
窪
¢
魚
湾
蜂
腰
冊
の
論
文
か
ら
成
っ
て
み
る
Q
衙
ほ
昭
…
曾
は
弓
噌
亀
．

d
酵
諺
造
回
霧
ζ
o
冨
3
⇔
ゴ
。
甲
羅
倉
O
o
蜂
ε
o
養
三
．
ホ
隔
薦
。
準
が
謡
象
宛

の
こ
と
。
　
　
・
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